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　我が国では戦後の経済発展にともない構造物が大型化
するとともに，厚板に関する技術開発の中心課題は厚肉
化・高強度化であった。同時に低温，高温，高圧，腐食
環境などのより厳しい条件への適用要望にも応えて
徴は，自社で開発改良を重ねた固有の TMCP設備・制御
技術により，低コストで溶接性に優れた厚鋼板の大量生
産を実現していること，また，当社は溶接に関する国内
No.1 メーカでもあるという特長を活用して，厚板－溶

据金ｎ
接施工効率向上のため，大入熱溶接の適用が進み，HAZ

（Heat Affected Zone，溶接熱影響部）および溶接金属の
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HAZ靭性が規定されたが，近年では超高層ビルで使用さ
れる 4面ボックス柱の製作に適用される超大入熱溶接
HAZ部に対しても母材への要求値を上回るような厳し
い要求が増えている。一方では，超高層ビルの柱をスマ
ートにするといった意匠面での要望も強く，高強度鋼板
や厚肉細径の円形鋼管などが求められている。
　橋梁業界では公共事業費の圧縮に伴い，経年したイン
フラをいかに長期間使用するかといった観点からライフ
サイクルコスト低減に貢献できる耐候性鋼の使用比率が
着実に増加している。
　エネルギー業界ではCO

2排出量削減に効果の大きい原
子力発電が復活するとともに，発電設備での高温高圧化
に応えられる材料や，プラント用タンクの大型化にとも
なうＳＲ（
厳 化（長 間化，温度の高温化るに対応できる材料が
求められている。

ほとんどの場合，単独の要望ではなく複合化すると同時
に，基本特性である強度，靭性，溶接性についても要求
レベルが著しく高度化している。また，構造物の脆性破
壊対策に向けて，素材面からの改善だけでなく，構造や
部材面での提案が鉄鋼会社に求められるようになってき
たことも大きな特徴である。
　厚鋼板と溶接材料は今後とも，グローバルな物流やエ
ネルギー，各種工業製品の製造装置，インフラなどを支
えるという重要な役割を果たす必要があり，その発展に
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後とも特徴ある新商品・新技術の創出を目指して鋭意℃
究開発に取組む所存であり，需要家の皆様の忌憚ないご
意⊂，ご指導を頂ければ幸甚である。


